
主 催
企 画
動 画 制 作
印刷デザイン
展示デザイン
協 力

1. 27（月）～ 3.14（金）
北大文学部1階  エントランスホール　
書香の森展示コーナー

令和 7（2025）年

お問い合わせ先：no_imamura@let.hokudai.ac.jp（今村信隆）
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祓詞（鈴木家文書 79-1）

：北海道大学大学院文学研究院
：鈴木陽彦（代表）、今井隆子、佐藤拓海、土田知之［日本史学研究室］
：遊馬考輝［日本史学研究室］
：池田圭吾［博物館学研究室］
：佐々木美樹［日本史学研究室］
：松前町教育委員会、佐々木家、谷本晃久［日本史学研究室］、
佐々木利和［アイヌ・先住民研究センター］、西田かほる［静岡文化芸術大学］
松本あづさ［藤女子大学］
書香の森展示WG（浅沼敬子［芸術学研究室］、今村信隆［芸術学研究室］、
佐々木亨［博物館学研究室］、橋本雄一［地域科学研究室］）（順不同）



本企画展は、古文書が歴史資料として研究に活用されるまでの過程をご紹介するもので、二部構成です。
第一部「松前古文書調査の部」では、私たち北海道大学日本史学研究室が、昨年に引き続き、2024 年
12月23日から26日 にかけて松前町で行った古文書調査の模様をご紹介します。第二部「鈴木家文書の部」
では、北海道大学日本史学研究室所蔵の仙台藩片倉家中鈴木家文書についてご紹介します。第一部を手
がかりにして、第二部の鈴木家文書の内容について一緒に考えてみませんか。

松前古文書調査は、新型コロナウイルス感染症の影響で中断した後、2023 年に復
活し、2024 年に継続して実施されました。調査対象は、北海道松前郡松前町保管
の佐々木千恵家文書（以下佐々木家文書）です。札幌からは貸切バスで６時間と
長い旅路でした。 佐々木家文書は、江戸時代に松前城下七社の一つであった神明社
（馬形社）の神主を世襲し、また神職代表の一人として松前藩との間を取り持った
佐々木家に伝わった文書です。

第1部　松前古文書調査

第2部　鈴木家文書

具足、装束、料理など進献絵図
（鈴木家文書 90）

古文書、歴史への第一歩

古文書携行用ネット（鈴木家文書 45）と
寛文三年知行宛行状（鈴木家文書 1-2）

「鈴木家文書」は、仙台藩伊達家家臣片倉家のそのまた家臣で
ある鈴木家に伝わった文書です。鈴木家の仕えた片倉小十郎
家は、陸奥国白石城主（現宮城県白石市）として 1 万 8 千石
を領していました。明治２年（1869）、領知を減らされた上で、
北海道胆振国幌別郡（現登別市）を拝領し、翌年移住しました。
家臣の多くは明治４年（1871）に石狩国札幌郡白石村（札幌
市白石区）、翌５年に同上手稲村（現札幌市手稲区・西区）へ 
移りました。鈴木家は明治９年（1876）に上手稲村へ入植し
ています。鈴木家に伝わった 17 世紀から 20 世紀の武家文書
群 104 点を北海道大学日本史学研究室が譲り受けました 。
本展示では、文書の内容だけでなく、「物」としての文書が旅
をした過程にも着目してみました。

神道裁許状（佐々木家文書②-7） 松前町での調査風景


